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運動部活動におけるスポーツ経験が

ライフスキルの獲得に与える影響
―青年期におけるゴルフ競技者を対象として―

島本 好平＊・米川 直樹＊＊

Theimpactofsportexperienceinathleticclubs

onlifeskillsacquisitioninadolescentgolfers

KoheiSHHIIMMAAMMOOTTOO,NaokiYOONNEEKKAAWWAA

要 旨

本研究の目的は、青年期におけるゴルフ競技者を対象として、運動部活動におけるスポーツ経験（自己開示、

指導者からの生活指導、挑戦達成、周囲からのサポート、努力忍耐、環境整備）のライフスキル獲得（自尊心、

対人スキル、責任ある行動）への影響を検討することであった。分析は、運動部活動経験評価尺度（島本・石

井,2008）と日常生活スキル尺度（島本・石井,2006）に回答した、高校生183名（男性151・女性32）と大

学生155名（男性118・女性37）のデータをもとに重回帰分析（強制投入法）により実施された。その結果、

高校生と大学生ともに、先行研究（島本・石井,2010）と同様に運動部活動におけるスポーツ経験はライフス

キルの獲得に正の影響を与えていることが明らかにされた。また、高校生の方が多様なスポーツ経験から正の

影響を受けていることが示唆された。さらに、その高校生において見られた「自尊心」への正の影響は、大学

生においては認められないことが示された。本研究の結果より、ゴルフ競技を通じたスポーツ経験のライフス

キル獲得への正の影響には、青年期における発達段階により差異が認められることが示唆された。

キーワード：スポーツ経験、ライフスキル、ゴルフ、青年期、重回帰分析

Abstract

Thepurposeofthisstudywastoinvestigatetheimpactofsportexperienceinathleticclubsintermsof

self-disclosure,dailylifeguidancefromleaders,challenge/achievement,supportfromothers,effort/endurance,

andmaintainingagoodenvironmentonlifeskillsacquisitionintermsofself-esteem,interpersonalskills,and

socialresponsibilityinadolescentgolfers.

Intheinvestigation,weconductedmultipleregressionanalysisbytheforcedentrymethodusingdataobtained

from183（151malesand32females）highschoolstudentsand155universitystudents（118malesand37females）

whowereassessedusingboththeExperienceScaleinAthleticClubs（ShimamotoandIshii,2008）andtheDaily

LifeSkillsScale（ShimamotoandIshii,2006）.

Theresultsindicatedthat（1）similartotheresultofthepreviousstudy（ShimamotoandIshii,2010）,a

positiveimpactofsportexperienceinathleticclubswasfoundonlifeskillsacquisitioninbothgroups;（2）various

typesofsportexperienceinathleticclubsimpactedpositivelyonlifeskillsacquisitioninhighschoolstudents;and

（3）apositiveimpactonself-esteemwasshownonlywithhighschoolstudents.

Inconclusion,theaboveresultssuggestedthattherearesomedifferencesinthepositiveimpactofsport

experiencethroughgolfactivityonlifeskillsacquisitioninadolescentdevelopmentalstages.

Keywords：sportexperience,lifeskills,golf,adolescence,multipleregressionanalysis
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問題と目的

現在、教育現場では、21世紀における教育の基本

目標である「生きる力」2）にも例えられる「ライフス

キル」という概念に注目が集まっている。この「ライ

フスキル」とは、「日常生活の中で生じるさまざまな

問題や要求に対して、建設的かつ効果的に対処するた

めに必要な能力」23）等と定義される心理社会的能力で

あり、変化の激しいこれからの社会を生きていくため

に必要な能力の1つとして位置づけられている。

ライフスキルの獲得に焦点を当てた研究は既にさま

ざまな領域において行われているが、上野 21）も述べ

ているように、ライフスキルプログラムの開発や当該

スキルに関する実証的研究等で、活発に研究が行われ

ているのは「体育・スポーツ心理学領域」である。確

かに、オリンピックに出場し、そこで優秀な成績を収

めているトップアスリートの人格の高さにも見られる

ように、スポーツが内包する教育的効果に焦点が当て

られるのは当然のことであると言えるだろう。

では、スポーツにおける何がライフスキルの獲得に

結びつくと考えられるのであろうか。それは1つに、

スポーツの場面における経験（スポーツ経験）ではな

いかと考えられる。このこと自体は、「経験を通じて

獲得可能である」というライフスキルにおける性質か

らも推測される。海外においても、競技者の人間形成

を促している可能性があるのはスポーツそのものでは

なく、「スポーツ経験」である 12）と述べられている。

したがって、スポーツを通じて競技スキルのみならず

ライフスキルをも獲得するためには、ただ活動に参加

するだけでは不十分であり、そこでどのような経験を

積み重ねたかが肝要と言えるのである。同様のことは、

海外におけるライフスキル研究の第一人者である

Danishetal.4）や上野 22）によっても述べられており、

今後は、スポーツ経験のとらえ方の検討も含め、スポー

ツ経験とライフスキル獲得との関係性について詳細な

検討を行っていく必要があると言える。

そこで、本研究では、海外において開発された「The

FirstTee」3）というライフスキルプログラム実践の舞台で

もあるゴルフ競技に焦点を当て、そこでのスポーツ経験

が競技者のライフスキルの獲得にどのような影響を与え

ているのかを検討することを目的とした。これまでにお

いても島本・石井 17）により、スポーツ経験がライフ

スキルの獲得に与える影響の一般的傾向は検討されて

はいるが、特定の競技種目を対象とした検討は未だほ

とんど行われていないのが現状である。今後は、各競

技種目特有の影響関係も明らかにしていきながら、そ

れらをもとに競技者のライフスキル獲得を目指したプ

ログラムを実践し、その効果を検証していく必要があ

るだろう。

また、ライフスキルそのものは、個人の生涯と密接に

関係する能力であるため、ある特定の年代に焦点を当て

て検討を行えば良いというものではない。そこで、本研

究では高校生と大学生という複数の年代を対象とし、発

達段階によってライフスキル獲得への影響にどのような

差異が認められるのかについても検討することにした。

方 法

調査協力者

ゴルフ部に所属する、東海北陸地区の高校生183名

（男性151・女性32、1年生61・2年生63・3年生59）

と、大学生155名（男性118・女性37、1年生36・2

年生44・3年生39・4年生35・未記入1）である。

調査時期

2010年の4月から6月にかけて実施された。

手続き

高校生は部の顧問の先生に調査の代行を依頼し、一

斉法による集団実施の後に回収、返送してもらった。

大学生は大会会場においてアテスト終了後に実施し、

本研究の共同研究者がその場で回収した。いずれの調

査とも記名式により実施された。

調査内容

フェイスシート 性別と高校・大学の区分、学年、

最近半年間のベストスコア、競技継続期間に加え、日々

の練習頻度や競技を行う目的意識等から構成された。

日常生活スキル尺度 島本・石井 15）による尺度で、

WHO23）等の先行研究をもとに構成されたライフスキ

ルを、「自尊心（例：自分の言動に対して自信を持っ

ている）」、「親和性（例：どんな内容のことでも友人

らと本音で話し合うことができる）」、「リーダーシッ

プ（例：自分が行動を起こすことによって、周りの人

を動かすことができる）」、「感受性（例：他人の幸せ

を自分のことのように感じることができる）」、「対人

マナー（例：目上の人の前では礼儀正しく振る舞うこ

とができる）」等の合計 8つの側面から評価すること

ができる（各側面3項目）。また、これら個々の側面

は、個人場面で展開されるスキルである「個人的スキ

ル（計画性、情報要約力、自尊心、前向きな思考）」

と、対人場面で展開されるスキルである「対人スキル

（親和性、リーダーシップ、感受性、対人マナー）」と

いうように、各下位尺度をまとめた高次の側面からも

とらえることができる。項目の評定は、「1：ぜんぜん

当てはまらない、2：あまり当てはまらない、3：わり
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と当てはまる、4：とても当てはまる」までの4段階

の自己評定で行い、評定値が高いほどスキルの獲得レ

ベルが高いと解釈される。回答時の教示は、「ゴルフ

の競技場面を含めた日常生活全体の様子についてお聞

きします。以下の各文章を読んで、現在の自分に最も

当てはまる選択肢の数字1つに○印を付けてください」

という内容であった。

運動部活動経験評価尺度 島本・石井 16）による尺

度で、運動部活動の場面における経験であるスポーツ

経験を、「自己開示（例：ミーティングのときにみん

なの前で自分の意見を話した）」、「指導者からの生活

指導（例：規則正しい生活を送るよう指導を受けた）」、

「挑戦達成（例：自分自身にとっての新しい課題も、

達成することができた）」、「周囲からのサポート（例：

チームのメンバーや指導者に相談に乗ってもらった）」、

「努力忍耐（例：厳しい練習も、最後まで手を抜かず

全力でやり抜いた）」という5つの側面から評価する

ことができる（各側面4項目）。項目の評定は、「1：

ほとんどなかった、2：たまにあった、3：ときどきあっ

た、4：よくあった」までの4段階の自己評定で行い、

評定値が高いほど各々の側面をより多く経験している

と解釈される。回答時の教示は、「最近1年間におけ

る、ゴルフ競技場面でのあなたの様子についてお聞き

します。以下の各文章を読んで、自分自身に最も当て

はまる選択肢の数字1つに○印を付けてください」と

いう内容であった。

本研究において新たに作成した項目 ゴルフをプレー

するときは、「スコアを自ら申告する」、「ディボット

やボールマークを修正する」、「プレーのペースを守る」

等というように、エチケットやマナーが重要視され、

ゴルフ競技者には「責任ある行動」が常に求められて

いると言える。そこで、ゴルフ競技に特化したスポー

ツ経験として「環境整備」を、同じく同競技に関連す

るライフスキルとして「責任ある行動」を新たに想定

し、それぞれの側面を評価する項目の作成を試みた上

で反応を求めた（各側面4項目、表1参照）。

統計処理

因子分析 先述の「環境整備」と「責任ある行動」

が、作成した項目群からそれぞれ因子として適切に抽

出されるかを、主因子法・Promax回転による因子分

析を用いて検証した。

重回帰分析 運動部活動におけるスポーツ経験の6つ

の側面を独立変数に、「自尊心」と「責任ある行動」、

そして、ライフスキルの高次の側面である「対人スキル」

の各々を従属変数とした重回帰分析（強制投入法）を、

高校生と大学生ごとに実施した。特に、「対人スキル」

を従属変数として採用した理由は、島本・石井 17）によ

り、運動部活動におけるスポーツ経験は「個人的スキル」

と「対人スキル」であれば、特に後者のスキルの獲得に

因果的な影響力を与えていることが示唆されているから

である。

統計ソフト すべての分析は SPSSStatistics17.0

を用いて行い、有意水準は5％とした。

結 果

基本統計量とα係数、因子分析の結果

表2には、ライフスキルと運動部活動におけるスポー

ツ経験各側面の基本統計量とα係数を示している。因

子における信頼性のうち、「内的一貫性」の次元を表

すα係数の値は、「自尊心」と「環境整備」を除き経

験的基準の.70以上であり、全体的に内的一貫性は確

保されていると言える。また、表3は本研究において

新たに作成した項目群への因子分析の結果である。そ

れによると、因子パターン行列はすべての項目にわた

り因子負荷量.40以上の単純構造を示しており、「責

任ある行動」と「環境整備」は想定した項目群から因

子として適切に抽出されていることが示された。

重回帰分析の結果

表4は、高校生と大学生ごとに実施した重回帰分析

の結果をまとめたものである。以下、影響の強さを表

す標準偏回帰係数（β）をもとに、それぞれの結果に

運動部活動におけるスポーツ経験がライフスキルの獲得に与える影響
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表１ 「責任ある行動」と「環境整備」のために作成した項目の一覧
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ついて述べる。

高校生における結果 「自尊心」に対しては、自ら

の思いや考えを相手に伝える「自己開示」と、競技レ

ベルの向上に向けて積極的に競技に打ち込む「挑戦達

成」が正の影響を与えていた。「対人スキル」に対し

ては、「自己開示」と「挑戦達成」、チームのメンバー

から支援や援助を受ける「周囲からのサポート」、競

技を円滑に行うために練習環境を整える「環境整備」

が正の影響を与えていた。一方、競技ばかりではなく、

生活面における指導を受ける「指導者からの生活指導」

は負の影響を与えていた。最後に、「責任ある行動」

に対しては「自己開示」と「挑戦達成」、「環境整備」

に加え、辛く厳しい日々の練習にも忍耐強く打ち込む

「努力忍耐」が正の影響を与えていた。
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表３ 「責任ある行動」と「環境整備」の項目における因子パターン行列
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表４ 高校生と大学生ごとに実施した重回帰分析の結果
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表２ 各変数における基本統計量とα係数
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大学生における結果 「対人スキル」に対しては、

「自己開示」と「周囲からのサポート」が正の影響を

与えていた。また、「責任ある行動」に対しては、「努

力忍耐」と「環境整備」が正の影響を与えていた。し

かし、高校生において認められた個々のスポーツ経験

による「自尊心」への影響は、大学生においては認め

られなかった。

分析全体を通じて スポーツ経験によるライフスキ

ル獲得への影響はそのほとんどが正のものであり、

「ゴルフは青少年のライフスキルを高める」という石

崎ほか6）の見解を支持する結果が得られたと言える。

年代別に見ると、高校生における「自己開示」と「挑

戦達成」は、対象としたすべてのライフスキルに正の

影響を与えていた。また、高校生と大学生におけるラ

イフスキルは、前者の方が多様なスポーツ経験から正

の影響を受けていることが示された。その中でも、

「自己開示」と「周囲からのサポート」による「対人

スキル」への正の影響と、「努力忍耐」と「環境整備」

による「責任ある行動」への正の影響は、高校生と大

学生に共通して認められるものであった。また、本研

究において作成した、ゴルフの競技場面に特化したス

ポーツ経験である「環境整備」は、青年期を通じてラ

イフスキル獲得への正の影響をとらえることができる

1つの経験であることが示唆された。

考 察

本研究では、高校生と大学生のゴルフ競技者を対象

として、運動部活動におけるスポーツ経験のライフス

キル獲得への影響とともに、その影響関係に発達段階

でどのような差異が認められるのかを検討した。その

結果、全体的な傾向として、高校生と大学生ともに運

動部活動におけるスポーツ経験はライフスキルの獲得

に正の影響を与えていることが明らかにされた。また、

その正の影響は、大学生よりも高校生において比較的

多く認められた。このことは、ゴルフ競技者における

スポーツ経験のライフスキル獲得への影響には発達段

階により差異が認められること、また、年代の若い個

人の方が、多様なスポーツ経験から正の影響を受けて

いることを示唆していると言える。現在、国内では、

海外と同様にスポーツを通じたライフスキルプログラ

ムが硬式野球10）13）、サッカー20）、ソフトテニス14）、ハ

ンドボール 18）、ラグビー 19）等と各競技種目の指導場

面において実践され始めているが、その効果の向上を

図っていくためには、プログラムの内容とともに重点

的に対象とする年代を考慮する必要性が本研究の結果

より示唆されるだろう。

また、その個々の影響に着目すると、高校生におけ

る「自己開示」は、対象としたすべてのライフスキル

に正の影響を与えており、6つの側面のスポーツ経験

の中でも特に重要な側面であることが示唆された。そ

して、人の取る行動に強い影響を与える7）と言われる

「自尊心」への影響が最も強くなっているが、これは

自分自身の思いや考えをチームのメンバー等に伝えた

後に、それらを肯定するフィードバックを得ることに

よって自らを肯定的にとらえることができ、自己の言

動に自信を持てるようになったからではないかと推察

される。このように、徐々に心理的に親元を離れてい

く高校生において、チームのメンバーや指導者に対す

る「自己開示」は、「自尊心」の形成を通じて、自立

した個人への成長を促している可能性があると言える。

一方、大学生において「自尊心」への影響が認められ

ないのは、青年期後期を迎え、揺るぎない自己が確立

されつつあるからではないかと推察される。

次に、「自己開示」が「対人スキル」の獲得に正に

影響する理由は、相手との親密な関係を促進する5）と

言われる「自己開示」を通じて他者とのコミュニケー

ションが活性化し、その過程で「対人スキル」が活発

に実践（練習）されているからではないかと考えられ

る。この「自己開示」による「対人スキル」への正の

影響は、高校生と大学生ともに認められていることか

ら、当該経験は競技を継続しながらライフスキルを獲

得していく上での1つのスポーツ経験として位置づけ

られるだろう。また、「自己開示」による「対人スキ

ル」への正の影響は、多様な競技種目を対象として検

討を行っている島本・石井 17）によっても見出されて

いることから、運動部活動の場面における一般的な影

響関係であると考えられる。

チームのメンバー等から支援や援助を受ける経験で

ある「周囲からのサポート」も、高校生と大学生とも

に「対人スキル」の獲得に正の影響を与えていた。そ

の理由としては、島本・石井 17）によっても述べられ

ているように、サポートを受けたことによって相手へ

のお礼（感謝の言葉）が促され、また、今度は自らが

周囲に対して支援や援助を行っていくというように、

「対人スキル」が活発に実践（練習）されているため

だと考えられる。近藤・鎌田9）は、現代大学生の生き

がい感の1つに「存在価値感」を挙げているが、チー

ムのメンバー等から支援や援助を受けることによって、

チームの一員としての自覚や「存在価値感」が形成さ

れ、それが周囲への積極的な働きかけを促しているの

ではないかと推察される。この「周囲からのサポート」

は、「自己開示」に「挑戦達成」、「努力忍耐」という

「能動的スポーツ経験」に対する「受動的スポーツ経

験」16）として位置づけられているが、ライフスキル

（対人スキル）の獲得をはじめとして、競技スキルの

運動部活動におけるスポーツ経験がライフスキルの獲得に与える影響
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獲得等と個人の多様な成長を促すスポーツ経験である

と考えられる。

最後に、「責任ある行動」への影響のうち、高校生

と大学生ともに認められた、「努力忍耐」と「環境整

備」による正の影響について言及する。まず、これら

2つの経験は、自分自身を厳しく律する「自律心」の

形成を促しているのではないかと推察される。なぜな

ら、「努力忍耐」と「環境整備」ともに、「もう諦めよ

うか」、「面倒くさいな」等と自らの内面に表出する

「自分の中の弱い自分」と対峙し、それを常に乗り越

えていく経験であると考えられるからである。そして、

その形成された「自分の中の強い自分」としての「自

律心」が、「責任ある行動」への正の影響として表出

されたものと解釈される。このように、ゴルフ競技者

にとって重要なライフスキルである「責任ある行動」

に正に影響する経験を、日々の運動部活動の場面に見

出すことができたことは意義があると言える。但し、

「責任ある行動」と「環境整備」は、本研究において

新たに作成されたものであり、内容的妥当性は保障さ

れたものの、構成概念妥当性は確認されていない。そ

のため、これらの側面が関係する分析結果への解釈は、

特に慎重に行うことが望ましいと言えるだろう。今回、

焦点を当てた「責任ある行動」は、「尊敬」、「忍耐」、

「正直」、「誠実」、「スポーツマンシップ」、「自信・信

頼」、「責任」、「礼儀」、「判断」というTheFirstTee

の核となる9つの価値観 1）6）の1つとしても解釈する

ことができるものである。今後、構成概念妥当性の確

認の後に正式に尺度化され、青年期等のゴルフ競技者

を対象とした実証的研究が進められていくことが望ま

れる。

現在、ゴルフの競技者や指導者、研究者の間では、

ゴルフ競技への参入ハードルを下げた「スナッグ

（SNAG：StartingNewAtGolf）ゴルフ」という形式

を通じてゴルフ競技を学校教育現場へ導入しようとす

る動きが見られている11）。本研究において焦点を当て

た運動部活動におけるスポーツ経験は、そのスナッグ

ゴルフを通じても経験することができるものである。

すなわち、本研究において見出された分析結果は、ス

ナッグゴルフを通じて期待される、児童・生徒への教

育的効果を示唆するものとしても位置づけることがで

きるだろう。今後は、本研究を1つのモデルとして、

スナッグゴルフ、またはゴルフ競技が内包する教育的

効果を明らかにしようとする調査研究と実践研究が、

活発に行われていくことが期待される。
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